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□環境経営方針

　　　　　　　　　　　　　　　　

環境理念

1． 環境関連法規等を遵守します。

2． 環境経営目標を定め、定期的に見直し、継続的改善に努めます。

3． 当社は、次の環境活動を計画的に取組み実施します。

☆

☆

☆

☆

☆

4． この環境経営方針は全従業員に周知、徹底します。

制定日：2010年 8月25日

改定日：2018年9月1日

株式会社小澤産業

株式会社　小 澤 産 業 　

環境経営方針

環境に配慮した施工計画を立て、実施することを推進します。

環境活動の社会貢献を推進します。

　　　　　　　　　　　　

当社は、水神が祭られた御澤神社の近くに立地し、水環境に恵まれた地域の環境保全が重要であ
ることを認識して、事業活動における、環境に配慮した循環型社会に貢献します。

行動指針

当社は、滋賀県の東近江地域を中心とした土木及び水道工事業を行っています。この事業活動
における環境への影響を理解して、従業員と協力し、EA21環境経営ｼｽﾃﾑを構築運用し、以下の
事項について自主的、積極的、全員参加方で取組みます。

事務所での電気使用量及び建設事業での燃料使用量を減し、ＣＯ₂の排出量を削減しま
す。

建設現場の廃棄に関して、分別を積極的に実施することにより建設リサイクルを推進し、廃
棄物を削減します。

建設現場から排水する水の汚染、汚濁を防止し、事業所での節水に努め、水の使用量を
削減します。

　代表取締役　小澤利一
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
株式会社　小澤産業 
代表取締役　小 澤 利 一 

（２） 所在地
本社（事務所・資機材倉庫・駐車場）

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者　
連絡担当者　工事部　： 伊 藤　憲 市

連絡先：TEL : 0748-23-8044 FAX：0748-23-1910

（４） 事業活動の内容

（５） 事業の規模

・売上高 595百万円（2022年度）

・従業員数 10人（2021年9月1日現在）

（６） 事業組織

事務所床面積

資機材置場面積

倉庫床面積

駐車場面積

従業員（人）

認証・登録範囲
従業員数は毎年度9月1日現在の従業員数です

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　小澤産業 

対象事業所： 本社(事務所・倉庫・駐車場）、資材倉庫

活動：

滋賀県知事許可： 土木工事業、とび・土工工事業、管工事業

面積：㎡

133

664

　　　　　　　　　　　　

2022年9月7日

敷地面積 950

〒527-0086　滋賀県東近江市上平木町1520番地

62

110

：小澤　さち子

10

〇

建設工事業（土木工事業、とび・土工工事業、管工事業、鋼構造物工事業、舗装工事
業、水道施設工事業）

、鋼構造物工事業、舗装工事業、水道施設工事業
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限 作成日

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

工事現場

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

総務部門 工事部門

EA21事務局

代表取締役（社長）

環境管理 責任者

小澤　利一

小澤　利一

小澤　さち子

2022年9月1日

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し

役割・責任・権限

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

代表取締役（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

EA21事務局

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境関連の内部コミュニケーションの運営管理
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
・環境活動実績の確認・全体評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告（負荷報告）
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

各部門長
工事現場代理人

現場責任者

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
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□主な環境負荷の実績
単位

ｔ
㎥

※2020～2023年度の二酸化炭素排出係数： kg-CO2/kWh （関西電力の2017年度の調整後係数）

※化学物質の取扱いはありません
※当社は毎年8月1日から翌年7月31日までが事業年度及び環境活動期間です

□環境経営目標及びその実績

✕
✕

〇

〇

〇

〇

✕

✕

〇

〇

✕

□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電気使用量削減

取組紹介欄

2021年

2022年

項　目 2020年度 2021年度 2022年度

産業廃棄物排出量 966 1,265 2,607

二酸化炭素総排出量 460,669 390,343 166,889

二酸化炭素排出量原単位 981 732 280kg-CO2/百万円

kg-CO2

水使用量 42 43 58

0.418

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年 2022年度 評
価

2023年度 2024年度
（基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

電気使用量削減 kg-CO2 10,210 10,108 10,529 10,006

基準年度比 100% 99% 103% 98% 97%

9,904
kWh 24,426 24,182 25,189 23,937 23,693

基準年度比 100% 99% 82% 98%

ガソリン（L） 9,058 8,967 7,458 8,877

kg-CO2 379,137 375,345 17,303 371,554

灯油使用量削減 kg-CO2 996 986 1,195 976 966

灯油（L） 400 396 480 392 388
基準年度比 100% 99% 120% 98% 97%

378,632
基準年度比 100% 99% 43% 98.0% 97%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 390,343 386,439 166,889 382,536

産業廃棄物のリサイクル
率向上

% 100% 80% 99% 80% 80%
基準年度比 100% 80% 99% 80% 80%

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価

42 42
基準年度比 100% 99% 135% 98% 97%

事務所使用水の削減 ㎥ 43 43 58

環境に配慮した施工
（全工事））

行動目標（次項による）

○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ コロナ禍で夏・冬ドアを開けてのエアコン使用及び業務上午前6時か
ら午後20時過ぎまでと長時間使用時期も多く、設定温度の維持等心
がけたが全体として目標未達となった。取組は継続していく。次年度
はエアコンの入替の効果に期待したい。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

・不要照明の消灯 ○
・機械設備・OA機器などのスイッチオフ

2月 3月 4月 5月 6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月
2,608 2,294 1,646 1,646 1,349 1,6471,986 2,647 1,943 1,616 1,908 2,594
2,627 2,689 2,390 1,627 1,334 1,5562,395 2,010 2,945 818 2,008 2,790

kg-CO2 358,122 354,541 137,862 350,960 347,378

燃料削減（自動車・建設
機械）

軽油（L） 138,807 137,419 53,435 136,031 134,643

基準年度比 100% 99% 38% 98% 97%

367,763

97%

8,786

0

1,000

2,000

3,000

4,000

8月 9月 10

月

11

月

12

月
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

電力（kWh） 2021年 2022年
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燃料削減（自動車・建設機械）

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

灯油使用量削減

取組紹介欄

2021年

2022年

8月 9月 10月 11月 12月

数値目標 〇 今年は建設機械の使用の少ない工事が多く軽油使用量が減少した
が、エコドライブ運転、省エネ運転に注力し目標達成となった。燃料
費も高騰しており今後も削減にと努めて行きたい。

・暖機運転・アイドリングストップ ○
・エコドライブの励行 ○
・建設重機の環境に配慮した稼働 ○

7月1月 2月
638 706 783 425

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月 4月 5月 6月
402 714 496

608 486 609 664 601 735 736 676 694 371 682 596
822 961 934 1,424 753

6,398 3,350 3,596 3,996

8月 9月 10月 11月 12月

1,697 1,476 2,941 4,726 7,434

7月
2,725 12,370 12,503 15,639 13,263 2,281 18,145 14,999 14,897

1月 2月 3月 4月 5月 6月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

11,220 8,469 12,296

8月 9月 10月 11月 12月

数値目標 ✕ 事務所の灯油使用から大型車重機などの洗車（ハイウオッシャー）
温水機に使用を拡大し全体として使用量が増加した。今後は各自に
効率的な使用を周知していく。

・ストーブの温度管理（冬季2０℃±１℃） ○
・重ね着 ○

5,406 6,248 6,167

0 0 0 0 200 260 20 0

7月
0 0 0 0 200 0 200 0 0

1月 2月 3月 4月 5月 6月

0 0 0 0
0 0 0

0

500

1,000

1,500
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11
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12
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

ガソリン（L) 2021年 2022年
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産業廃棄物のリサイクル率向上

取組紹介欄

2021年

2022年

事務所使用水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境に配慮した施工 （全工事））

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

8月 9月 10月 11月 12月

数値目標 〇 各現場での分別は実行できている。今後も分別及びリサイクルを推
進する。・廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを

徹底する。 ○

・無駄な資機材を購入しない ○
・使用済みコピー用紙を再利用する。 ○

73 1,210 178 140 428 135 93

7月
97 176 33 96 402 40 179 14 214

1月 2月 3月 4月 5月 6月

62 67 214 7 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

214 1 0

8月 9月 10月 11月 12月

数値目標 ✕ 飲料水以外の使用水は地下水であるが、粉じん対策での現場散水
ダンプ5台の車輪洗車装置洗浄水などに使用し増加した。今後も車
輛洗浄水の節水を周知する。

・洗車の水使用量を減らす。 ○

・水を流しながらの洗い物はしない。 ○

5 6 6 5 7 3 4

7月
4 3 4 3 5 3 3 3 3

1月 2月 3月 4月 5月 6月

3 3 5 5 6
4 3 5

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・低騒音・低振動型重機の使用 ○ 環境配慮型建設機械の全工事使用や濁水防止は全工事、特に問

題なく実施できた・排ガス規制適合車の使用 ○

・環境配慮施工の維持 ○
・濁水発生防止 ○

0

2

4

6

8
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11
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月
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

対象特定建設作業の届出、対象特定施設の届出、規制値の遵守

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定：1
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☐通報訓練　☐消火訓練　☐避難訓練　☑汚泥流出防止訓練

■評価： □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出
自動車リサイクル法 廃自動車のリサイクル券

資源有効利用法 対象物品のリサイクル
騒音規制法
振動規制法 対象特定建設作業の届出、対象特定施設の届出、規制値の遵守
水質汚濁防止法 事故時の報告

家電リサイクル法 家電リサイクル券
大気汚染防止法 対象特定工事の届出、規制値の遵守、特定粉じん作業
建設リサイクル法 特定建設資材の分別解体等による再資源化

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

令和4年2月8日 蒲生町大塚地先

伊藤憲市・松谷一次・谷口弘・澤地利彦・河井雅人・山口照夫

汚泥流出防止

現場にて地下水位が高くポンプで地下水を汲み上げる際、直接河川等に放流すると環境問題になるので

浄化槽法 水質検査、定期点検、清掃
消防法（危険物） 危険物の保管,届出
フロン排出抑制法 第1種特定製品の定期点検、簡易点検
地域ごみ出しルール 一般廃棄物の分別、収集、排出

河川保護の為、仮設ノッチタンクを作成・準備して一度仮設ノッチタンクに流入しうわ水を放流する。

又、水路に土のうを設置し濁水の流出をできる限り少なくする訓練をしました。

手順書の変更の必要性

普段、ダンプ等に土の袋を設置しているので汚泥流出の防止が素早く出来た。
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

環境活動実施状況

ゴミの分別 エコｷｬｯﾌﾟ

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ

汚濁を防止 廃棄物分別

低騒音型の使用 工事看板（間伐材使用）

2022年9月30日

全員参加型で活動を進めてきました。その結果社内で環境経営活動が定着してきております。経営者が少しずつで

すがSDGｓ（持続可能な開発目標）の取り組みにも本気で取り組んでいます。このことを社内全体にアピールし、社員

全員の協力体制を作ることが大切だと思っております。従業員一人一人が環境状況を理解し日常生活に取り入れ活

動することも重要と思っております。又、除雪や清掃など地域に貢献することで地域の皆様から信頼され続ける企業

でありたいです。

重機・大型ダンプなどのガソリン軽油の価格高騰もあり消費量の削減が経営にも、二酸化炭素排出量の結び着くこと

から、今後も継続して環境経営活動を進め、従業員と共に環境負荷の低減に努めたいと思います。
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